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新刊紹介

「ガラモ場ーホンダワラ類の生物学」海洋科学175号， 66pp. 1985， ["海中林ーコンブ科植物の生物学J

海洋科学186号， 61pp. 1985，海洋出版K.K.(各1，500円)

海洋学関係の専門雑誌「海洋科学」にガラモ場と海中林に関する総説がまとめられた。 この雑誌は， 海洋・水

産学分野では知られているが， 一般的な雑誌ではないので， ここに内容を紹介したい。

いわゆる藻場造成は， 最近各地で試みられており， その基礎的な知識を提供するためにこれらの総説が企画さ

れた。「ガラモ場」では，吉田，寺脇，小河，梅崎，奥田，月舘，飯倉，今野，大野らによって，ホンダワラ類の

分類，形態，生理，生態，造成技術，藻場内の環境などについて書かれている。「海中林」では，右田，川島，金

子，秋山，谷口，林凹，喜田，新崎，大野らによって， コンブ類， アラメ・カジメ類の分類，交雑，生態，増養

殖，造林技術などについて書かれている。各総説は6-7頁にわたり， 一般読者向けにわかりやすくまとめられ

ているが，執筆者らがそれぞれの分野の第一線の研究者であるので， 自分のデータとともに，多くの報文を紹介

している。読者はこの2冊によってホンダワラ類， コンプ科植物に関する研究の最近の動向も知ることができる

であろう。

海藻の応用科学の分野では， 増養殖， 造林技術に関する研究は，世界的視野からみても日本が一歩先んじてい

るが，基礎的な研究に欠けるところがある。 これらの総説をもとに， さらに藻場・海中林に関する研究が発展す

ることを期待する。(高知大・海洋生物センター 大野正夫)




